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先
日
、
一
部
報
道
機
関
か
ら
、
政
府

が
土
地
相
続
時
の
登
記
の
義
務
化
や
土

地
所
有
権
の
放
棄
の
可
否
な
ど
に
関
す

る
協
議
・
検
討
に
入
る
旨
の
報
道
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
所
有
者
不
明
土
地
の
増
加

や
空
き
家
問
題
が
背
景
に
あ
る
よ
う
で

す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
相
続
が
発
生
し
た
際

に
、
不
動
産
の
相
続
登
記
を
行
っ
て
い

ま
す
か
？

　

ま
た
は
遺
産
分
割
協
議
に
基
づ
い
て

名
義
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。
登
記

が
行
わ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
世

代
交
代
が
進
む
と
、
法
定
相
続
人
の
数

が
増
え
、
そ
の
分
登
記
手
続
き
に
か
か

る
労
力
が
増
え
ま
す
。

　

も
し
、「
う
ち
の
相
続
登
記
は
ど
う

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。」「
相
続
登
記
し

て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。」

な
ど
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
相
談
に
お
越
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
に
伴
っ
て
生
じ
る
問
題

は
、
不
動
産
に
関
す
る
事
項
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

故
人
の
預
金
に
関
す
る
事
項
や
、
借

金
に
関
す
る
事
項
、
と
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　

相
続
に
関
す
る
問
題
、
遺
産
分
割
に

関
す
る
問
題
な
ど
、
疑
問
が
あ
る
場
合

に
は
、
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

法
律
相
談
は
、
資
力
に
よ
っ
て
、
無

料
で
応
じ
ら
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対
応
致
し
ま

す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３
ま
で

お
電
話
ま
で
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
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テ
ラ
ス
江
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護
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田
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相
続
に
つ
い
て

道 立 江 差 病 院 だ よ り ５２－００３６☎
診
療
科
に
よ
っ
て
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
く
だ
さ
い
。

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。
※診療受付時間
　 8時00分～11時30分（初診の方は、９時00分～）
　13時00分～14時30分
※予約受付時間（定期患者のみ）13時～16時

外来診療体制２月の診療予定外来診療体制２月の診療予定
整 形 外 科 午前 月曜日から金曜日

循環器内科 午前 月曜日から金曜日
午後 月曜日と金曜日

消化器内科 午前 月曜日と水曜日と金曜日
午後 月曜日と火曜日と水曜日

呼吸器内科 午前 金曜日
午後 木曜日

総合診療（外科） 午前 火曜日と水曜日と木曜日
外 科 午前 ９日・23日

小 児 科 午前 月曜日から金曜日
午後からの受診は事前に電話で相談してください

泌 尿 器 科 午前 月曜日から金曜日
午後 水曜日

精 神 科 午前 月曜日から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科 午前 ６日・７日・14日・15日・20日・21日・28日
午後 14日・28日

眼 科
午前 ８日・22日

 （予約以外の方は10時までに受付） 
午後 ７日・21日・28日

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科 ２日・16日

　北海道はアレルギー疾患がとても多く、シラカバ花粉症や果物な
どの口腔アレルギー症候群が多い、専門家が非常に少ないという特
徴があります。
■アトピー性皮膚炎の要点
　重症例でも、適切な治療と管理により湿疹が分らない状態にコン
トロールできる可能性が高い。
　コントロール状態が、心身の発育や各種活動・社会性の向上に大
きな影響を及ぼす。皮膚の深いところ（表面の見ためだけではわか
らない）炎症が重要、血液検査で判断できる。
■アレルギー性鼻炎の要点
　症状が強いと様々なパフォーマンスを落とし、睡眠の質、発達・
発育にも影響する。喘息合併例は、鼻炎をコントロールしないと喘
息が落ち着かない。アレルゲンを減らすことが重要、皮下・舌下免
疫療法（12歳以上）により根治する場合がある。
■気管支喘息発作の要点
　肺気腫と同様に「不可逆的」な疾患、発作を起こす毎に肺は固く
なり、肺の寿命は短縮する。発作が落ち着いても、肺は完全に健康
な状態までは改善しないと考えるべき。最重症児についても、定期
吸入薬や分子標的治療薬で軽快、時に完治する。
■食物アレルギーの要点
　診断に食物負荷試験（＋除去試験）が最も有用、問診、皮膚検査、
血液検査が次ぐ。離乳食で怖がっていつまでも卵などを食べさせな
いほうが、食物アレルギーになりやすい。重症症状の既往があれば
エピペンという自己注射薬を処方することがある。
 道立江差病院小児科　野　上　和　剛　

こどもの健康セミナーの要旨②

看護師・助産師・薬剤師を募集しています。各職種58歳の方まで応募可能です。詳しくは、江差病院、
北海道道立病院局のホームページをご確認ください。また、臨時職員（看護師・准看護師・看護助手）
も募集しています。お問い合わせ先：５２－００３６（内線202）廣野（ひろの）総看護師長まで職員募集のお知らせ


